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（単位:%）

南都銀行グループは地域の資金需要を力強く
支えることを通じ未来づくりに貢献します。
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顧客向けサービス業務利益＝本業（貸出・手数料ビジネス）の利益
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　当期純利益(単体)は、資金利益や国債等債券損益の減少
により前期比71億円減少して47億円となりました。

　顧客向けサービス業務利益(単体)は、貸出金利息及び役
務取引等利益が増加し営業経費が減少したことから、前期比
36億円増加して43億円となりました。

　貸出金残高は、中小企業向け貸出や住宅ローンを中心に前
年同期末比741億円増加して、3兆9,666億円となりました。

　預金残高は、個人預金を中心に前年同期末比681億円増
加して5兆7,276億円となりました。
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